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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します 今年もよろしく
お願いします

2021年（令和３年）

第828号

１
月

１月５日（火）は12時まで（午後は閉館）

１月６日（水）より通常業務となります。

２月２日（火）は書記局会議

議案討議のため

終日閉館となります。

※土・日・祝日も閉館

新年の業務開始

２面
　委員長挨拶

３面
　お知らせ・呼びかけ

４・５面
　持続可能な社会へ

６面
税金・メーター工事件

７面
　技能功労者表彰ほか

８面
　地域の工事で
　仲間活躍

今月号の紙面より

支部の
ホームページ
はこちら

検索東京土建杉並支部

http://www2.ttcn.ne.jp/
̃doken-suginami

　建設産業の就労者も減少していますが、日本全体も2015年から人口減少
社会になるなか、これからの社会・世界をどうしていくのかが問われています。
遺したい世界はどうやって引き継いでいけるのか。仲間の夢を聞きました。

【浜福・建設事務・村上由美さん】昔は地域のつなが
りがあり、近所のおじさんに叱られたりもしましたが、

今は「家族」で分断されている気がします。八百屋で買い物できない若者

の話を聞いてびっくりしました。コミュニケーションが苦手だそうです。

　核家族化が進み引き継がれなくなったおばあちゃんやおじいちゃんの

知恵や地域の文化を引き継ぎたいですね。

【中央・設計・田中淳一さん】設計の仕事のなかで、地元の木材を
使うなど、なるべく地産地消や技術・文化の継承を心がけています

が、金銭面でも難しいことが多いです。お金を含め持続可能な形で、

山に降った雨が川になって海に至り、雲になって再び降るような循

環する仕組みができるのが私の願いです。

【泉南・電気・佐藤雅一さん】東日本大震災で、便利なくら
しが当たり前でないことに気づいたはずですが、時間が経つ

と人間は忘れてしまうようです。再生可能エネルギーの普及

も結構ですが、いまの便利なくらしが大量のエネルギー消費

に支えられていることを見つめ直して考えたいものです。

【西荻・防水・南忠文さん】出身の奄美大
島は自然が豊かで、島の人たちのつながり

も温かいです。開発や発展も大切ですが、

自然も大切にしたいです。小学校４年から

３歳まで４人の子どもがいます。コロナも

あって世の中が変わりそうです。大きな可

能性がある子どもたちのためにも安心でき

る世の中にしていきたいです。

【泉南・造園・佐藤進さん】５人
の子どもたちには、自分で人生

を決められる力を持つ子に育っ

てほしいです。そのためにも教育

が大切だと思います。それなの

に保育園に入れません。ずっと

YouTubeを見させているわけにも

いかないし、０歳の子が保育園

に入れず妻は仕事ができません。

安心して子育てできる環境が必

要です。

おばあちゃんの知恵
地域のつながり残したい

自然の流れのような仕組みづくり
遺したいものを話し合って

当たり前の便利なくらし
見つめ直して考える

自然を大切にしながら
安心できる世の中を

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
が
必
要

牛も
のびのび
できる

ゆっくり
歩む命も

平和を願う
アンネの
バラ

木と
触れ合う場を
…住宅デー

ゆっくり
歩む命もわたしの願いわたしの願い

遺したい世界引き継ぐため遺したい世界引き継ぐため
子どもらへの夢子どもらへの夢

わたしの願い
遺したい世界引き継ぐため

子どもらへの夢
アスベスト
被害のない
社会

子育て世代むけに組合の共済で２万円の出産祝金や、５千
円の図書カードの新入学祝などの給付があるほか（申請が
必要）、各種イベントも開催。直近は１月22日からのスキー
です（詳細３面）。

組合も子育て応援
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大戸龍雄・執行委員長挨拶

あけましておめでとうございます
今年も宜しくお願いします

新
た
な
一
年
を
良
い
年
に

公
契
約
条
例
の
実
効
性
高
め

仲
間
の
く
ら
し
支
え
る
活
動
さ
ら
に

　

年
頭
に
あ
た
り
２
０
２
０
年
を
振
り
返
り
、　　

み
な
さ
ん
の
奮
闘
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
杉
並
支
部
は
３
、

４
０
６
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
一
昨
年
12
月
か

ら
募
集
し
た
公
契
約
条
例

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
は
１
０
０
件
を
超

え
る
意
見
提
出
で
一
年
の

運
動
を
勢
い
づ
け
ま
し
た
。

　

新
年
最
初
の
行
事
は
１

月
12
日
の
青
年
部
主
催
の

新
春
餅
つ
き
大
会
（
55
人

の
参
加
）
で
し
た
。

19
日
に
は
70
周
年
記
念

旗
び
ら
き
を
ヒ
ル
ト
ン
東

京
で
開
催
（
２
４
２
人
）
。

政
党
関
係
で
は
田
中
良

区
長
、
自
民
党
、
公
明
党
、

立
憲
民
主
党
、
共
産
党
か

ら
都
議
・
区
議
が
来
場
さ

れ
た
ほ
か
、
石
原
の
ぶ
て

る
衆
議
院
議
員
も
初
め
て

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

月
末
に
は
「
お
や
じ
の

会
」
の
初
企
画
と
し
て
新

年
会
を
後
継
者
対
策
部
と

合
同
で
開
催
（
21
人
の
参

加
）
し
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
に
後
継
者
対

策
部
の
第
８
回
麻
雀
交
流

会
（
28
人
）
と
、
主
婦
の

会
の
新
春
バ
ス
旅
行
（
44

人
）
を
開
催
。
18
日
に
は

区
議
会
で
公
契
約
条
例
案

が
提
案
さ
れ
仲
間
が
傍
聴
。

22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て

は
後
継
者
対
策
部
主
催
の

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー

を
82
人
の
参
加
で
開
催
。

ま
だ
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
出

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、４
日
に
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
が
入

港
し
コ
ロ
ナ
禍
と
い
え
る

事
態
が
急
激
に
進
展
。
27

日
に
安
倍
総
理
が
３
月
２

日
か
ら
の
全
国
一
律
い
っ
せ

い
休
校
を
打
ち
出
し
て
い

よ
い
よ
混
乱
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

３
月
は
コ
ロ
ナ
禍
が
深

刻
化
。
税
金
の
集
団
申
告

は
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、感

染
防
止
の
た
め
主
婦
や
シ

ニ
ア
の
総
会
は
中
止
、
分

会
総
会
も
保
険
証
と
資
料

交
付
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

15
日
の
本
部
大
会
で
浜

福
分
会
の
中
村
隆
幸
さ
ん

が
本
部
執
行
委
員
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
（
杉
並
所

属
の
本
部
委
員
長
は
初
）
。

16
日
の
区
議
会
で
洞
口

区
議
を
除
く
全
議
員
の
賛

成
で
杉
並
区
公
契
約
条
例

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の

成
果
は
２
０
０
２
年
か
ら

の
長
い
間
の
諸
先
輩
方
と

皆
さ
ん
の
努
力
の
結
晶
で

す
。
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に

伴
い
支
部
大
会
も
代
議
員

か
ら
の
委
任
状
を
集
め
て

開
催
。
各
種
取
り
組
み
は

中
止
、
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
支
部
事
務
所
も
勤

務
制
限
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

メ
ー
デ
ー
も
人
を
集
め

な
い
た
め
に
ネ
ッ
ト
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

持
続
化
給
付
金
事
業
が

開
始
。
政
府
の
電
通
へ
の

丸
投
げ
と
中
抜
き
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
雇

用
調
整
助
成
金
も
含
め
た

学
習
会
も
開
催
し
、
下
旬

に
ス
タ
ー
ト
し
た
ひ
と
り

10
万
円
の
特
別
定
額
給
付

金
も
受
け
取
れ
な
い
仲
間

の
な
い
よ
う
声
か
け
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　

春
の
仲
間
づ
く
り
月
間

は
、
役
員
と
書
記
局
の
昼

間
行
動
や
電
話
か
け
を
中

心
に
取
り
組
み
、
目
標
を

達
成
し
ま
し
た
。
行
動
が

大
き
く
制
限
さ
れ
た
中
で

も
達
成
で
き
た
の
は
、
仲

間
の
紹
介
に
よ
る
加
入
が

多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ

れ
は
過
去
に
取
り
組
ん
だ

行
動
の
成
果
で
す
。
今
回

行
動
量
が
減
っ
た
分
の
悪

影
響
を
未
来
に
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

６
月
に
予
定
し
て
い
た

住
宅
デ
ー
も
中
止
。
支
部

会
議
の
W
e
b
開
催
に
む

け
た
学
習
会
を
２
回
開
催
。

リ
モ
ー
ト
参
加
を
可
能
に

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

７
月
５
日
の
都
知
事
選

は
「
東
京
ア
ラ
ー
ト
」
な

ど
実
効
性
に
疑
問
符
の
つ

く
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
方
、
テ

レ
ビ
討
論
を
避
け
続
け
た

現
職
小
池
百
合
子
が
過
去

最
多
得
票
で
再
選
し
ま
し

た
。14

日
に
雇
用
調
整
・
持

続
化
給
付
金
学
習
会
（
14

人
）
。
平
和
の
つ
ど
い
は

中
止
。
25
日
の
平
和
行
進

は
30
人
で
小
集
会
後
、
10

人
で
行
進
。
夏
休
み
宿
題

お
助
け
塾
も
中
止
。

　

梅
雨
前
線
が
長
期
停
滞

す
る
な
か
熊
本
を
中
心
に

線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨

災
害
が
発
生
。
静
岡
、
長

野
、
富
山
、
広
島
、
愛
媛
で

も
死
者
・
不
明
者
が
。　

　

８
月
の
原
水
禁
大
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
り
代
表

派
遣
は
中
止
。
26
日
に
杉

並
区
公
契
約
審
議
会
が
初

開
催
。
支
部
の
仲
間
が
委

員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

25
日
か
ら
秋
の
仲
間
づ

く
り
月
間
を
開
始
。
28
日

に
安
倍
総
理
が
辞
任
発
表
。

　

春
か
ら
延
期
し
た
役
員

学
習
会
を
９
月
６
日
に
開

催
（
51
人
）
。
12
日
の
杉

並
社
保
協
総
会
で
鎗
田
副

委
員
長
が
代
表
幹
事
に
。

　

月
間
の
動
き
も
本
格
化
。

夜
の
行
動
も
密
集
を
避
け

な
が
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
は

P
C
R
検
査
を
求
め
る
陳

情
や
意
見
を
仲
間
が
区

議
会
・
区
長
あ
て
に
提
出

す
る
も
取
り
上
げ
ら
れ
ず
。

16
日
に
就
任
し
た
菅
義
偉

首
相
は
国
会
を
開
か
ず
対

策
も
せ
ず
。

　

消
費
税
10
％
化
か
ら
１

年
を
経
て
事
態
は
深
刻
に
。

一
人
親
方
等
の
生
活
を
脅

か
す
イ
ン
ボ
イ
ス
制
の
中

止
も
求
め
て
宣
伝
を
継
続
。

久
し
ぶ
り
の
組
合
バ
ス
旅

行
と
な
る
１
回
目
の
富

士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

を
25
日
に
開
催
（
12
人
）
。

　

コ
ロ
ナ
で
は
G
O
T
O

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
１
日
か

ら
東
京
発
着
も
解
禁
に
。

た
ち
ま
ち
感
染
拡
大
し
20

日
に
は
東
京
都
医
師
会
が

一
時
停
止
を
求
め
る
事
態

に
。

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

は
低
調
。
東
京
の
最
低
賃

金
は
ま
っ
た
く
あ
が
ら
ず

１
、０
１
３
円
の
ま
ま
。

　

秋
の
仲
間
づ
く
り
月
間

は
１
３
９
人
の
加
入
で
全

分
会
が
目
標
を
達
成
。

11
月
の
東
京
土
建
ま
つ

り
は
中
止
。
７
〜
８
日
の

す
ぎ
な
み
フ
ェ
ス
タ
に
後

継
者
対
策
部
が
出
店
（
の

べ
13
人
）
11
日
に
は
シ
ニ

ア
さ
ろ
ん
（
11
人
）
14
日

か
ら
15
日
は
新
宿
支
部
と

合
同
で
南
相
馬
被
災
地
支

援
活
動
（
杉
並
22
人
新
宿

５
人
）
19
日
に
は
コ
ロ
ナ

学
習
会
（
30
人
）
26
日
に

は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
14
人
）

29
日
に
は
２
回
目
の
富
士

急
ツ
ア
ー
（
バ
ス
２
台
で

46
人
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
活

動
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
は
陽
性
・
重
症

者
が
緊
急
事
態
下
を
超
え

感
染
拡
大
第
３
の
波
に
。

　

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

は
16
日
に
最
高
裁
が
上
告

を
退
け
国
の
責
任
が
確
定
。

今
年
は
製
造
企
業
の
責
任

も
確
定
さ
せ
、
救
済
制
度

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
た
な
一
年
を
多
く
の

人
々
と
協
力
し
て
良
い
年

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

杉並区公契約条例の特徴
杉並の公契約条例は

①労働者の報酬下限額を決める対象が
5,000万円以上の工事、1,000万円以上
の業務委託など
②一人親方も対象
③下請の賃金未払いに元請も連帯責任
④区の調査権限の他労働者からの通報も
規定する
など働く人が安心できる内容が盛り込ま
れています。その実効性は運動で高まり
ます。

１月
３
、４
０
０
人
超
え
で

70
周
年
旗
開
き

２月
公
契
約
条
例　

区
議
会
へ
上
程

３月
杉
並
初
の
本
部
委
員
長

公
契
約
条
例
も
制
定

４月
緊
急
事
態
宣
言

コ
ロ
ナ
影
響
甚
大

５月
メ
ー
デ
ー
も
リ
モ
ー
ト

春
の
月
間
達
成

６月
住
宅
デ
ー
中
止

W
e
b
会
議
を
開
始

７月
都
知
事
現
職
再
選

少
人
数
で
平
和
行
進

８月
安
倍
首
相
辞
任

菅
氏
が
後
継
者
に

９月
役
員
学
習
会
開
催

月
間
の
行
動
本
格
化

10月
東
京
発
着
旅
行
解
禁

組
合
の
旅
行
も
再
開

11月
秋
の
月
間
達
成

土
建
ま
つ
り
中
止

12月
ア
ス
ベ
ス
ト
最
高
裁

国
の
責
任
認
め
る

中村隆幸さん

2020年３月16日公契約条例が杉並区議会で成立

いのち・平和クラブ 杉並区議会公明党

自民・無所属・維新クラブ

条例成立当日議場にて

立憲民主党杉並区議団

日本共産党杉並区議団

委任状での異例の支部大会

2020年鏡開き

雨の中でも少人数で平和行進

すぎなみフェスタ
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■設計■
【社員】

筒井紀博空間工房
代表　筒井　潤

杉並区久我山4-1-9-401
℡　03-3247-8922

■解体工・はつり工■
【常用】
㈱石岡工業

代表　石岡　利一
中野区大和町1-13-7
℡　03-5356-7507

■とび・土工■
【社員】
都賀工業㈲

代表　青木　勝美
杉並区下井草4-4-6
℡　03-3399-0011

■内装工事■
【社員・見習い】
㈱プローブ

代表　中村　隆幸
杉並区浜田山2-24-1
℡　03-3329-3281

■電気工事・消防設備点検■
【社員・請負・要資格・経験】

平和電気防災㈱
代表　佐藤　春男

杉並区高円寺南2-54-2-1F
℡　03-6383-2147

■クロス・クリーニング・多能工■
【社員】
㈱プラス・ワン
代表　菅原　玲子
杉並区下高井戸2-1-5
℡　03-33328-8088

■土工・三食・寮完備■
【常用】

㈲ナガオカ建設
代表　長岡　善規
杉並区井草5-11-9
℡　03-3396-7956

■雑工■
【常用・要普免】
㈲ＰＲワークス
代表　小野　次郎

杉並区下高井戸3-25-3-101
℡　03-6379-8096

■内装（軽量・ボード・床・クロス）■
【社員・見習い・常用】

㈲サカエ企画
代表　松田　栄一
中野区白鷺2-49-28
℡　03-5373-4761

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

４月に義務化の設計者から建築主への説明
に役立つ学習会です。１月16日（土）10時
から15時、会場は本部（北新宿1-8-16）。

1.16 改正建築物
省エネ法学習会

どけん共済金
年末･年始の連絡先

火 災

自動車

関東自動車共済

事故処理サービス

TEL 0120－89－8819

火災労働共済連

共済センター

TEL 03-3366-7908

建設アスベスト訴訟の判決一覧（2020.12現在） 

判決裁判所
国の責任 企業の責任

勝敗 一人親方
の救済 勝敗

① 神奈川１陣横浜地裁 × - ×

② 東京１陣東京地裁 ○ - ×

③ 九州１陣福岡地裁 ○ - ×

④ 大阪１陣大阪地裁 ○ - ×

⑤ 京都１陣京都地裁 ○ - ○

⑥ 北海道１陣札幌地裁 ○ - ×

⑦ 神奈川２陣横浜地裁 ○ - ○

⑧ 神奈川１陣東京高裁 ○ - ○

⑨ 東京１陣東京高裁 ○ ○ ×

⑩ 京都１陣大阪高裁 ○ ○ ○

⑪ 大阪１陣大阪高裁 ○ ○ ○

⑫ 九州１陣福岡高裁 ○ ○ ○

⑬ 神奈川２陣東京高裁 ○ ○ ○

⑭ 東京２陣東京地裁 〇 〇 〇
※静岡の一人親方が一人で国を相手どった訴訟で
   勝った分を含め「国に14連勝」
※12月14日、最高裁が国の責任を認定
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　新春旗開きは１月17日（日）15時開会、参加
者を各分会２人までに限定して開催。青年部
の餅つき、主婦の会新春バス旅行等は中止。 詳しくはコチラ

新春恒例行事の変更・中止

新型コロナ関連制度の
申請期限が迫ってます すぐ支部に相談を
雇用調整助成金 持続化給付金

家賃支援給付金感染症対応 休業支援金・給付金

日額15,000円相当の休業補償分が
全額対象になる特例期間が延長
仕事が減り従業員を休ませ休業補償をした事

業主への助成金。特例期間は２月末まで延長。毎
月締切があります。支部まで相談を。

　前年同月比で売り上げが半減した個人事業者・法人が申請可能（特例で2018
年の売上と比較できる場合も）。同月比減少分の12倍の給付（個人最大100万円。
法人200万円）。
　給与所得で確定した人でも対象になる場合もあります。

　前年同月比で売上が半減または連続する３か月比で30％以上減った事業者が
対象。個人の場合、月の賃料37.5万円までは２／３（それ以上は１／３）の６倍
を給付。ただし最大で300万円。事業用の駐車場代だけでの申請も可能。

休業補償が出ない労働者が
日額11,000円上限に申請可能
　雇用調整助成金と異なり休業補償がもらえな
かった労働者が申請できる制度。特例で期限が
延長されています。支部まで相談を。

個人・最大で100万円
法人・最大で200万円

個人・最大で300万円
法人・最大で600万円

本部主催の学習・相談会 受けよう健診 日曜健診もアリ

１月25日（月）18時30分開会。本部会館
で建設事業所向けの助成金をテーマとした
セミナーです。会費は無料です（要予約）。

1.25 建設業で使える
助成金

日程は、１月28日（木）、２月25日（木）

いずれも10時から12時（要予約）。

1.28
中小企業診断士による

無料経営相談

1.22～24

1.17

後継者対策部・青年部

青年部ゲーム大会

猪苗代スキースノボツアー
　金曜夜発で土曜朝から入室可。宿の裏がゲレ
ンデ。キッズパークやプールや温泉も楽しめま
す。未経験者もぜひ。

【とき】１月22日（金）夜19時半出発
　　　～24日（日）夜支部到着
【会場】猪苗代「ホテルリステル」
　　　　グランデコスキー場
【会費】大人17,000円　中高生13,000円

小学生以下8,000円（２朝食１夕食付）
リフト券は別途２日券3,700円

【定員】45人で締め切ります

　早期発見は治療にも医療費抑制にも有効
です。提携診療所で随時健診が受けられま
すが、一年度に１回は健診を受けましょう。

　１月31日（日） 上井草診療所
　２月14日（日）せいきょう診療所
　２月14日（日） 支部会館
　　いずれも午前９時～12時
　　　　　※日曜健診は完全予約制

　健診の結果、数値が一定の範囲を超
えた人は「個別健康サポート」の案内
が届きます。プロの指導で無理なくダ
イエット可能。通知が届いた方はぜひ
受けてください。

　１月17日（日）朝９時から、支部会館で、オ
ンラインゲーム大会をおこないます。詳細は担
当・山上までお問合せください。

定期検査・早期発見で定期検査・早期発見で
自分も仲間も助かる自分も仲間も助かる
定期検査・早期発見で
自分も仲間も助かる

日
曜
健
診

の
予
定
日

個別健康サポートも受けよう

徳永晴江さん

１月15日（金）
締切

１月15日（金）
締切
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公害と弾圧
の脅威

組合の仲間と地域の人々と協力し域の人々と協力し

持続可能な社会へ能な社会へ
ともにすすもうすすもう

でも仲間がいる
微力でも集まれば
揺るがした年でした。コロナが明らかにし
単位での個別の課題さまざまでした。
す。コロナの感染拡大を止めない限り、経
能なのは明らかであるにも関わらず、政府
敵であるウイルスの所在を確認する検査も
ペーンを大々的におこなっています。建設
で最も大きな買物の一つ。不況では売れま

ている今、助けあい、協力し合うときです。
な力になります。

核・原発・東電

　新型コロナの世界的な拡大が続いています。
世界全体は6,870万人が既に感染、150万人が
死亡。日本では17万人が感染、死者2,500人。
一方、台湾は封じ込めに成功しています。感
染者720人、死者７人（ロイター2020.12.10）
　世界経済もマイナス成長の見通しですが、
日本経済は以前からの不況に加え消費税の増
税にコロナが追い打ちをかけています。
　世界の状況は第一次大戦から第二次大戦に
むかった時代に近づいています。このままで
は命もくらしも危うい状況です。

　2001年の３月11日から今年の３月で10年がたとうとしています。支部では杉
並区と災害時援助協定を結んでいる南相馬市を中心に、復興支援活動をつづ
けてきました。この間、さまざまな災害がおこってきましたが、東日本大震災は
福島第一原発事故を伴った点で異質です。今なお「原子力緊急事態宣言」は
続いており、復興庁調べでも４万３千人が避難しています。
　原発は核保有の野望を含む国策。利権をむさぼる政治・財界・官僚・マスコ
ミ・学会の原発ムラは再稼働を企みますが、復興はおろか緊急事態が続いてい
る今、認められるものではありません。

　近年豪雨災害が報じられない年はありません。豪雨や台
風被害がひどくなっている実感がみなさんもあるのでは。
　時間雨量50㎜の発生件数が30年前の約1.4倍になる一
方、無降水の日数は増えるなど、気象の激化は明らか。国土
交通省も「気候システムの温暖化に疑う余地なし」としてい
ます。気候変動への取り組みは世界的な急務です。温暖化
ガスのひとつ、二酸化炭素濃度は工業化（1750年）以前の
278PPMから上昇を続け400PPMを超えました。昔の教科
書では大気成分の0.03％と教えていたところ、今では0.04％
になったわけです。大量消費社会そのものの変革が求めら
れます。

【水尾安男・副委員長談】核兵器禁止条約が発
効しますが、日本政府はこの条約に背を向けて
います。「運動発祥の地」を自任する杉並区か
らも、条約批准を求める声をあげていきましょう。

【杉並区の被爆者団体・光友の会・原田会長談】条約
発効確定の報を聞いた瞬間、両手をあげ「やったー」
と喜びました。私たち被爆者が長年うったえてきたこ
とが、世界の人々に伝わってのことです。杉並の被爆
者の平均年齢も83.3歳。残された時間を、平和を願う
全世界の人々と歩いていきます。

【高和・電気・水野忠行さん談】機関紙「すぎなみ」
に連載中ですが、私たち電気メーター工は、直接の契
約相手ワットラインサービスとの話し合いを求めてい
ます。2020年２月には東京都労働委員会から団体交
渉の命令がでたのに、会社側は話し合いを拒否し私た
ちは差別され、収入は７割から８割も激減しています。
こんな違法な差別はやめて、一日も早く話し合いに応
じてほしいです。

【原告・弓削田廣實さん・芳枝さん談】提訴から12年が過ぎ、多くの仲
間が亡くなりました。アスベストによる被害はまだ続いています。昨年
末に最高裁は国の上告を斥け、国の責任は確定しました。あとは製造
企業です。補償基金をつくり今後現れる被害者たちにもすみやかな救
済を実現することは、原告団と東京土建の求めるところです。
　あと一息、ご支援・ご協力をお願いします。

　2019年２月、品川支部の中野健太郎さんは仕事を終えて会社に
戻る途中、路上に車をとめてお茶を飲んでいたときに警察に声を
かけられ、車に積んでいた工具を凶器とされて、中野署に連行さ
れて翌朝まで長時間の不当な取り調べを受けました。ケガをさせ
られ、服のポケットはビリビリに破られ、愛娘からもらったスヌー
ピーのストラップも壊されました。
　「都民を守る警察」を実現するため、中野さんは訴訟を起こし
たたかっています。被告側は引き伸ばしの作戦に出ています。仲
間を支援しましょう。

コロナで命もくらしも危い

福島原発事故と復興支援

気候変動で災害多発

核兵器禁止条約発効

建設アスベスト訴訟・最高裁判決迫る

中野健太郎さん不当取り調べ事件

被爆者の訴え届けて

東電メーター工事件運動発祥の地として

補償基金設立し全面救済を

職人狙いうちの職質

核廃絶の歩みさらに

差別やめ話し合いを

日本のプルトニウム

国内保管量約8.9トン
IAEAでは８キロ
紛失で原爆１発分
と推測

要請書さえ受け取らぬ東電

アスベストは公害

　アスベストの使用は国策で進められ、
商社が輸入し、製造業者が販売して利益
を得た一方、全国の住民、特に製造業や
建設業の労働者が被害を受けています。
これは全国規模の公害です。

早期解決
めざし３陣も
提訴

首から折られた
ストラップ

域の人々と協力し

能な社会へ
すすもう

南
相
馬
被
災
地
支
援
活
動



す　　ぎ　　(  5  ) 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認

地域と協同
世界の

組合で協働
　支部では土建国保や総合共済など
の助け合い事業だけでなく、若者か
らベテラン、女性、野丁場従事者な
どそれぞれが集まる場があり、仲間
の要求実現に向けて活動しています。

組合の仲間と地域の人々と協力し組合の仲間と地域

持続可能な社会へ持続可能な
ともにすすもうともにす
課題は山積…で
ひとりひとりは微

　昨年は新型コロナウイルスが世界を揺る
たのは、世界中に共通する課題、国家単位で
　日本ではあべこべの政策が目立ちます。
済もうまくいかず、五輪の開催も不可能な
は、医療機関への万全の支援もせず、敵で
徹底せず、あげく感染を広げるキャンペー
業にも影響はでています。住宅は生涯で最
せん。
　多くの人が共通する困難にぶつかってい
ひとりひとりは微力でも集まれば大きな力

【石川雅昭・組織部長談】コロナの影響で組合の諸
運動は昨年２月から大きく制限されてきました。そ
んな中でも仲間の困りごとを聞き取り、組合の制度
や公的制度を案内し、解決につなげる運動を続け
てきました。「持続化給付金で経営を続けられた」
「雇用調整助成金の活用で解雇を免れた」と喜びの
声も聞かれています。少人数での訪問行動やWeb
会議などの工夫を続け、多くの加入者を迎えること
ができました。今年もよろしくお願いします。

【阿佐谷・内装・西山正幸さん談】コロ
ナの営業で売り上げが減少し組合に相談
したところ、持続化給付金がスムーズに
受けられました。相談してよかったです。
仲間にもすぐ組合に相談するよう声をか
けました。

　桜を見る会の前夜祭問題で安倍首相（当時）が国会で
虚偽答弁を重ねていたように、公人の嘘偽りがマスコミや
SNSで垂れ流されています。社会の分断は進み、見たいも
のしか見ない、聞きたいことしか聞かない人たちや、お金
も仲間も希望もない「貧困」に陥った人たちは、本当の相
手を見失い、弱者を叩いています。貧困こそすべての人々
の敵。今と未来を生きるすべての人々のために、現実を見
つめて対処していく必要があります。

【まちの救助隊ビーバーズ・吉田康典隊長
談】明日にもおこるかもしれない災害。区と
防災協定、荻窪消防署と災害時救助救急の
協定を結び取り組んでいます。まず自分の
身を守ること。日頃からの
備えが大切。ケガしない
こと。あとは建設業の知
識を活かして。

【区民・小関啓子さん談】自宅を改
修したときに杉並支部の組合員であ
る設計の堀越正雄さんに相談し、自
然の風と太陽の力を取りいれる建物
にし、さらに太陽光発電システムも
取りいれました。少しでも環境保護
に役立てればと思います。

【鎗田登美雄・副委員長・杉並社保協代表幹事談】自
己責任論の宣伝がつづくなか社会保障や公衆衛生・医
療体制が弱められてきたことが、コロナの問題をより深
刻なものにしています。誰一人取り残さずに救う姿勢こ
そ事態の解決に有効です。そうした舵を切らせる声を
あげていきましょう。

【地域でコロナから命と暮らしを守る運動を
している齋藤正明さん談】コロナは無症状の
感染者の問題からもPCR検査の拡充は不可欠
です。検査を広げない政治を動かすためにも
地域から声をあげ署名に取り組んでいます。

　区民の方からの住まいの相談をまちづくりセン
ターで受け、センターに登録し一定の講習を受け
ている組合員さんを紹介します。
　また、組合員さんからの業者相談にも対応しま
す。2020年は112件の相談をうけています。登録
は無料です。担当・村松まで

【西荻・大工・笹川幸一さん談】私は
大戦末期に通信兵として天理にいて
戦争のむなしさを経験しました。当時
の常識では男は軍人になって死ぬの
が名誉。「避けられない空気」の中で
戦争に突き進みました。戦争経験者は
減り、開戦の日12月８日も報道されな
くなりましたが、忘れてはいけません。
戦争は絶対にだめ。

【泉南・福島信雄さん談】杉並区は、震度５強相当の揺れ
を感知して作動する感震ブレーカーの設置支援事業をし
ています。
　高齢者のお宅を回るたびに、震災の備えの必要性を痛
感します。地域の防災に少しでも役に立てればと思ってい
ます。

嘘偽りと貧困と分断

命とくらし守るためにも

区民の声で区政動かそう

環境を考えた家づくり

必ず来る災害への備え

工夫して活動続ける

給付金の申請サポート

住まいの相談にこたえる

兵役の経験者は語る

家具転倒防止器具

困りごとをともに解決

社会保障拡充へ舵を
PCR検査求め
地域から署名

エコ住宅に太陽電池も

建設業の力で救助を

杉並支部まちづくりセンター

戦争は絶対にだめ

感震ブレーカーで備えを

後継者
対策部

青年部

主婦の会

杉並
シニア
の会 設計者

の会

昨年４月に
杉並区公契約条例制定

現場を訪問し
実態調査

組合の仲間と地域

持続可能な
ともにす

組合に相談して
よかった
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2019
H３１/ R１

2020
R２

2021
R３

2022
R４

2023
R５

2024
R６

2025
R７

2026
R８

2027
R９

2028
R１０

2029
R１１

2030
R12

80％（2026/9/30まで） 50％（2029/9/30まで）
免税事業者等からの仕入れ税額控除の特例

10/1

税率10％に インボイス導入インボイス発行事業者の
登録申請開始

10/1今 10/1 10/1 10/1

区分記載・適格請求書の交付義務なし

税込価格からの割戻計算

請求書等の保存（免税事業者からの仕入も控除可）

適格請求書等の交付義務あり（免税業者は発行できない）

インボイスからの税額の積み上げ計算　または　取引総額から割戻計算

インボイスの保存が要件（免税事業者は控除不可）

請求書等

税額計算

仕入税額

控除
できない

自
粛
と
補
償
は
セ
ッ
ト

議
会
な
く
し
て
課
税
な
し

　

コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
か
ら

わ
き
あ
が
っ
た
「
自
粛
と

補
償
は
セ
ッ
ト
」
の
声
は

居
丈
高
な
政
府
さ
え
も
動

か
し
ま
し
た
。「
議
会
な

く
し
て
課
税
な
し
」
の
原

理
が
あ
り
、
国
会
は
主
権

者
国
民
の
意
思
と
道
理
を

も
と
に
議
論
し
立
法
す
る

場
で
あ
り
、
そ
の
軽
視
は

許
さ
れ
な
い
か
ら
で
す
。

本
当
の
経
済
対
策
は

徹
底
し
た
コ
ロ
ナ
対
策

　

コ
ロ
ナ
は
実
在
す
る
ウ

イ
ル
ス
で
あ
り
、
徹
底
し

た
対
策
を
し
て
排
除
す
れ

ば
経
済
は
回
復
し
ま
す
。

　

台
湾
を
見
れ
ば
コ
ロ
ナ

対
策
の
徹
底
こ
そ
最
大

の
経
済
対
策
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
の
に
、
今

な
お
コ
ロ
ナ
対
策
と
経
済

対
策
が
相
反
す
る
も
の

で
あ
る
か
の
よ
う
な
宣
伝

が
な
さ
れ
て
お
り
要
注

意
で
す
。

社
会
保
障
と
セ
ッ
ト
で

負
担
割
合
を
考
え
る

　

本
気
の
経
済
回
復
を
考

え
る
う
え
で
は
、
私
た
ち

国
民
の
負
担
と
給
付
の
全

体
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
金
銭
面
で
は
、
税

金
、
社
会
保
険
料
に
加
え

て
公
共
料
金
も
同
じ
く
国

民
負
担
と
解
り
ま
す
。

　

富
の
極
端
な
偏
在
は
社

会
に
有
害
な
ゆ
え
に
垂
直

的
分
配
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

所
得
が
増
え
る
に
つ
れ
て

税
率
が
あ
が
る
累
進
課
税

の
強
化
や
、
定
率
で
徴
収

さ
れ
る
社
会
保
険
料
を
抑

え
る
こ
と
、
公
共
料
金
も

含
め
て
国
民
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

消
費
税
の
害
悪
を

イ
ン
ボ
イ
ス
が
加
速

　

税
金
面
で
最
大
の
問
題

が
消
費
税
で
す
。
社
会
保

障
を
口
実
に
導
入
さ
れ
な

が
ら
実
は
消
費
者
や
零

細
企
業
事
業
主
か
ら
お
金

を
吸
い
上
げ
て
輸
出
大
企

業
に
還
元
す
る
も
の
で
す
。

他
に
消
費
税
の
害
悪
を
挙

げ
れ
ば
①
価
格
に
転
嫁

で
き
な
い
零
細
業
者
を
破

壊
す
る
②
雇
用
で
な
く
委

託
・
派
遣
化
を
促
進
し
雇

用
を
破
壊
す
る
③
零
細
業

者
と
そ
の
労
働
者
は
地
域

課税業者Aさんは
消費税非課税Bさんに外注していた

請求書等 記載項目
③
適
格
請
求
書
等

②
区
分
記
載
請
求
書
等

①
従
来
の
請
求
書
等

請求書発行者の氏名・名称
取引年月日
取引内容
対価の額
書類の交付を受ける者の名称
①軽減税率の対象品目である旨
②税率ごとの合計対価の額
③登録番号
④税率ごとの消費税額

インボイス導入で、払う消費税が激増。 
消費税の計算上は（円）

従来 インボイスで 差
売上 2,000 2,000 0 
材料 500 500 0 
外注 800 0 －800 
仕入控除後 700 1,500 ＋800 
納税額 63.6万 136.3万 ＋72.7万

所得税の計算上は、変わらない。
所得税の計算上は（円）

従来 インボイスで 差
売上 2,000 2,000 0 
材料 500 500 0 
外注 800 800 0 
事業所得 700 700 0 

表
２ 

請
求
書
も
変
え
な
い
と
い
け
な
い

表
１ 

●昨年2020（令和２年）から適用のもの
　＝今年３月の所得税の確定申告に関連
（１）基礎控除の見直し
　10万円引き上げ（合計所得2,400万超は減額）
（２）青色申告特別控除の見直し
　従来65万円だった控除額が55万円に。
　電子申告（e-tax）すれば65万円に。
（３）ひとり親控除の創設（寡婦控除見直し）
男女を問わず、合計所得500万円以下で子を扶養して
いる未婚のひとり親むけに35万円ひとり親控除が創設。
（従来の寡婦・寡夫控除などの見直し）
（４）その他にも、給与所得控除や公的年金等控除見直
し。控除額の10万円引き下げ、年収850万円以上で控
除が減少……など。

（５）所得金額調整控除の創設
給与収入850万以上で子を扶養や特別障がい者である
方や、給与と年金の所得がある方向けに若干の調整控
除が創設。

（６）扶養控除の基準額も合計所得48万……
　給与以外の収入のある扶養家族はご注意を。

初めて申告する方
　１月25日(月)午後１時30分～

給与所得者
　１月27日(水)午後７時～
一人親方・事業主

　１月28日(木)午後７時～
　１月29日(金)午後７時～
　２月１日(月)午後７時～

※対象の日に都合がつかない方も、どれか１日にご参加ください

に
根
差
し
た
存
在
で
あ
り
、

そ
の
減
少
に
よ
り
地
域
も

破
壊
し
内
需
も
破
壊
す
る

…
…
ま
や
か
し
の
軽
減
税

率
で
は
ご
ま
か
せ
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
一
昨
年
景
気
回

復
中
と
嘘
を
つ
き
10
％
化

を
強
行
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制

を
も
ぐ
り
こ
ま
せ
ま
し
た
。

再
来
年
の
実
行
を
狙
う
こ

の
制
度
（
表
１
の
行
程
）

は
、
表
２
の
よ
う
な
請
求

書
を
作
る
必
要
が
あ
る

と
同
時
に
、
払
う
消
費
税

が
増
え
る
た
め
（
表
３
）

非
課
税
業
者
は
取
引
か

ら
排
除
さ
れ
る
仕
組
み
で

す
。
許
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
断
固
反
対
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
導
入
許
す
な

税金講習会の日程
講習会の受講が

個別相談の必要条件です

支
部
会
館
が
会
場
で
す

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

①個別相談受付簿（税金講習会会場で配布）
②印鑑　③確定申告書（原本）
④各種の控除証明書　⑤所得計算書
⑥筆記用具　⑦電卓

当日お持ち
いただくもの

今年確定申告するうえで
気を付けたい主な改定点

天
下
の
悪
税
消
費
税
は
じ
め

　

国
民
負
担
減
ら
し
景
気
回
復
を

2
0
2
0
年
３
月
の
集
団
申
告

東京電力メーター工事件⑤ 　すべての労働者の未来につながるたたかい

雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方

拡
大
許
さ
な
い
た
め
に
も

　

東
京
電
力
の
メ
ー
タ
ー
交
換
工
た

ち
が
、
会
社
か
ら
の
不
当
な
首
切
り

や
仕
事
の
削
減
に
対
し
全
労
連
・
全

国
一
般
労
組
・
計
器
工
事
関
連
分
会

（
以
下
、組
合
側
）に
結
集
し
て
た
た

か
っ
て
い
る
事
件
の
続
報
で
す
。

都
労
委
命
令
を
無
視　

会
社
側
の
態
度
は
悪
質

　

昨
年
２
月
に
東
京
都
労
働
委
員

会
か
ら
団
体
交
渉
の
命
令
を
受
け

た
会
社
側（
直
接
の
契
約
相
手
は
東

京
電
力
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る

ワ
ッ
ト
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱
）
が
無

視
を
続
け
る
こ
の
事
件
、昨
年
12
月

３
日
の
朝
、組
合
側
は
東
京
地
評
の

争
議
支
援
の
仲
間
と
と
も
に
事
実

上
の
支
配
者
で
あ
る
東
京
電
力
に

救
済
を
求
め
る
宣
伝
・
要
請
行
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

宣
伝
行
動
に
は
、交
換
工
事
で
さ

さ
い
な
手
順
違
い
を
し
た
こ
と
を
後

か
ら
変
更
し
た
罰
則
を
適
用
し
て

契
約
を
切
ら
れ
て
裁
判
で
た
た
か
っ

て
い
る
高
野
清
さ
ん（
東
京
土
建
の

組
合
員
で
も
あ
り
ま
す
）も
参
加
し

ほ
か
の
仲
間
と
と
も
に
通
行
人
に
チ

ラ
シ
を
配
り
訴
え
ま
し
た
。

　

代
表
団
に
よ
る
要
請
は
、９
月
に

門
前
払
い
さ
れ
た
後
で「
会
社
側
は

要
請
書
は
受
け
取
る
つ
も
り
で
い

た
」と
の
情
報
も
一
部
に
あ
っ
た
の
で

す
が
、こ
の
日
も
会
社
は
終
始
警
備

員
に
対
処
さ
せ
て
門
前
払
い
に
。
支

援
行
動
で
次
に
向
か
っ
た
法
務
省
で

は
警
備
員
が
に
こ
や
か
に
代
表
団
を

案
内
し
て
く
れ
た
こ
と
と
あ
ま
り
に

も
対
照
的
。会
社
側
は
中
央
労
働
委

員
会
で
も
引
き
伸
ば
し
を
図
る
一
方
、

天
下
り
先
の
確
保
と
組
合
側
の
切

り
崩
し
工
作
を
進
め
て
い
ま
す
。
末

端
の
会
社
を
つ
ぶ
し
て「
直
接
契
約

は
な
い
」
と
逃
げ
る
の
も
彼
ら
の
常

套
策
で
す
が
、違
法
行
為
で
す
。
違

法
で
も
強
行
し
組
合
側
が
諦
め
る

の
を
待
つ
卑
劣
な
作
戦
で
す
。

天
下
り
と
し
っ
ぽ
切
り
は
ダ
メ

公
益
会
社
の
責
任
果
た
せ

　

国
策
民
営
の
旗
の
も
と
国
民
の

税
金
と
電
気
料
金
で
成
り
立
つ
東

電
が
、も
と
は
社
員
が
や
っ
て
い
た

仕
事
を
下
請
に
さ
せ「
雇
用
に
よ
ら

な
い
働
き
方
」
を
広
げ
る
と
と
も
に

天
下
り
会
社
を
つ
く
り
、不
都
合
に

な
れ
ば
切
り
捨
て
る
…
…
多
く
の
大

企
業
も
狙
う
こ
の
悪
行
を
止
め
る
た

め
の
メ
ー
タ
ー
工
の
た
た
か
い
は
す

べ
て
の
労
働
者
の
未
来
に
つ
な
が
る

も
の
で
す
。

宣
伝
す
る
高
野
さ
ん

警
備
員
が
要
請
団
を
門
前
払
い

コ
ロ
ナ
禍
で
も
チ
ラ
シ
を

受
け
と
っ
て
も
ら
え
る

表
３
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第 325 回

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が
病

気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
時

の
生
活
を
助
け
合
い
、
結
婚
や
出

産
、
仲
間
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た

と
き
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み
ん

な
の
助
け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ

ま
で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

濱
谷　

剣
斗
（
阿
佐
谷
）

石
川　
　

敬
（
阿
佐
谷
）

【
出
産
】

佐
藤　

賢
治
（
井　

荻
）

塩
田　

顕
広
（
富
士
見
）

12
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

28
件

桐
生　

祐
樹
（
阿
佐
谷
）

前
川　

和
生
（
阿
佐
谷
）

【
新
入
学
】

3
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

實
富　

史
朗
（
井　

荻
）

中
島　

誠
人
（
井　

荻
）

阿
部　

梅
信
（
西　

荻
）

加
藤　

保
幸
（
西　

荻
）

石
川　

和
男
（
阿
佐
谷
）

氏
福　

清
吉
（
中　

央
）

山
下　

一
平
（
浜　

福
）

堀
友　

規
吉
（
高　

和
）

上
原
き
み
ゑ
（
高　

和
）

杉
本
幸
太
郎
（
泉　

南
）

【
住
宅
災
害
見
舞
金
】

廣
瀬
奈
美
子
（
富
士
見
）

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

氏
福　

清
吉
（
中　

央
）

【
家
族
死
亡
】

加
藤　

保
幸
（
西　

荻
）

髙
岡　

修
平
（
富
士
見
）

氏
福　
　

浩
（
中　

央
）

氏
福　
　

勉
（
中　

央
）

氏
福　
　

毅
（
中　

央
）

氏
福
あ
さ
子
（
中　

央
）

大
越　
　

登
（
泉　

南
）

か
ら
入
っ
た
合
唱
部
で
大
学
で
も
続
け

ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
ち
ょ
っ
と
ア
パ
レ
ル
に

興
味
が
あ
っ
て
、
新
宿
の
三
峰
に
入
社
。

ス
ー
ツ
を
売
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
働
く
中
で
、
色
彩
的
な
感
覚

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
何
よ
り
素
敵
な

出
会
い
が
あ
っ
て
結
婚
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
働
く
う
ち

に
、
も
っ
と
自
然
と
ふ

れ
あ
う
仕
事
を
し
た

い
と
の
願
い
が
次
第

に
強
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
結
局
10
年

経
っ
た
時
に
花
屋
さ

ん
に
転
職
し
、
そ
こ
で

の
３
年
ほ
ど
の
修
行

を
経
て
独
立
し
植
栽

の
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
は
誠
実
に
こ

な
す
と
い
う
こ
と
を

心
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
か
、
ご

自
宅
の
庭
の
管
理
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

た
方
に
会
社
の
本
社
ビ
ル
の
植
栽
を
頼

ま
れ
、そ
の
後
の
管
理
も
任
せ
て
も
ら
え

て
い
る
の
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

仕
事
の
愉
し
み
は
、
つ
く
っ
た
も
の

が
後
に
残
る
と
い
う
こ
と
。
建
設
業
界

は
人
の
一
生
よ
り
も
長
持
ち
す
る
も
の

を
作
れ
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
自
然
の
な
か
に
で

か
け
て
い
く
の
が
好
き
で
す
。
登
山
も

含
め
て
草
木
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
自

然
の
な
か
を
歩
く
こ
と
。
草
木
の
観
察

も
趣
味
の
ひ
と
つ
で
す
。

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
杉
並
・
井
草
の
出
身
で
す
。

「
秀ひ

で
ゆ
き行

」
の
名
は
、
戦
前
に
杉
並
区
北

西
部
に
あ
っ
た
井
荻
村
の
村
長
、
内
田

秀
五
郎
さ
ん
（
区
北
西
部
の
土
地
区
画

整
理
や
水
道
整
備
、
企
業
誘
致
な
ど
功

績
の
あ
る
人
で
、
善
福
寺
公
園
に
銅
像

も
あ
り
ま
す
。
）
か
ら
一
字
を
も
ら
っ
て

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
家
は
農
家
で
し
た
。

戦
後
の
植
木
ブ
ー
ム
も

あ
っ
て
、
う
ち
も
畑
作

よ
り
植
木
の
栽
培
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃

は
野
原
も
森
も
あ
っ
て

緑
が
豊
富
で
、
自
然
の

中
を
か
け
ま
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
将
来
の
夢
は
、

う
ち
が
農
家
だ
っ
た
の

で
、
外
で
働
い
て
み
た

い
な
と
漠
然
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
昭
和
40
年

代
半
ば
ま
で
に
（
私
が

中
学
校
を
出
る
頃
）
だ

い
ぶ
宅
地
化
が
進
み
ま
し
た
。
町
が
急

激
に
変
わ
る
中
で
の
思
春
期
を
過
ご
し
、

学
校
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
活
な
ど
を
経

験
。一
番
長
く
や
っ
た
の
は
高
校
１
年

郷土の偉人の名をもらい
自然と触れ合える仕事を

大
おおさわ

澤 秀
ひでゆき

行さん　井荻・造園

  土建国保の加入者には、年度
に１回、宿泊旅行に3,000円（65
歳以上は5,000円）の補助があり
ます。申請用紙は国保組合のHP
からも取れます。75歳以上の組
合員と配偶者には、組合共済か
ら同様の補助が。詳しくは支部・
奥村まで。（３月末が年度締）

申請もれはありませんか？

宿泊旅行に
補助金アリ

12
月
10
日
（
木
）
、
杉

並
会
館
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
に

お
い
て
２
０
２
０
年
度
の

杉
並
区
技
能
功
労
者
表
彰

式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

技
能
功
労
者
の
表
彰
は

「
す
ぐ
れ
た
技
能
で
後
継

者
を
育
て
杉
並
区
に
貢
献

し
た
人
」
を
対
象
と
し
た

も
の
で
す
。

　

支
部
か
ら
推
薦
し
て
い

た
森
田
不
二
夫
さ
ん
（
井

荻
）
は
、
表
彰
式
に
妻
の

榮
子
さ
ん
と
参
加
。
今
回
、

受
賞
者
代
表
謝
辞
も
務
め

ま
し
た
。

　

法
人
を
設
立
し
た
と
き

社
名
に
夫
婦
の
名
前
か
ら

「
不
二
榮
」
と
つ
け
る
愛

妻
家
で
も
あ
る
森
田
さ
ん

は
、「
こ
う
い
う
賞
を
い

た
だ
け
た
の
も
家
族
と
仲

間
の
お
か
げ
で
す
。
が
ん

ば
っ
て
働
い
て
き
た
こ
と

が
認
め
て
も
ら
え
た
よ
う

で
励
み
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
後
進
の
育
成
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
喜
ば

れ
る
仕
事
を
続
け
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。　

　福島県猪苗代の出身。集団就職で上京し４年の自動車整備会社の

勤務を経て、19歳の時、より大きな機械を扱うため建機会社へ。榮子

さんと出会い結婚。24歳の時に運輸業をやめる人から４トン車を譲り

受け個人事業を創業。運建機関連の技能講習の講師も務め多くの後

進を指導。その後リース事業など事業範囲を拡大するも中間業者倒

産などを経て目の届く範囲まで縮小。今は解体や外構、造園工事、宅

地造成などすべて自社で施工しています。

森
田
さ
ん
略
歴

森
田
不
二
夫
さ
ん
杉
並
区
の
技
能
功
労
者
表
彰

森
田

受
賞
者
代
表
の
謝
辞
も

田中区長（右）と森田さん、榮子さん 代表謝辞も
務めました

大澤秀行さん

職場体験で
中学生に指導



2021 年 ( 令和 3年 ) 1 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 828 号 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認 (  8  )す　　ぎ　　な　　み

地域の店舗工事で仲間が活躍

　

２
０
２
０
年
11
月
に
西
荻

分
会
の
松
葉
潔
さ
ん
か
ら
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
相
談

が
あ
り
、
井
荻
分
会
の
松
田

栄
一
さ
ん
と
連
絡
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

　

現
場
に
入
っ
た
松
田
さ
ん

は
、
松
葉
さ
ん
と
施
主
で
あ

る
森
本
さ
ん
と
打
ち
合
わ
せ

た
結
果
、
松
田
さ
ん
が
監
督

し
て
現
場
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
、
組
合
の
仲
間
に
声

を
か
け
経
験
豊
富
な
職
人
を

集
め
て
工
事
を
す
す
め
、
年

内
の
開
店
を
実
現
し
ま
し
た
。

松
田
さ
ん
は
「
お
施
主
さ
ん

の
夢
を
か
な
え
た
く
て
今
回

の
仕
事
に
取
り
組
み
、
仲
間

の
協
力
が
あ
っ
て
年
内
開
店

を
実
現
で
き
ま
し
た
」
と
語

り
ま
す
。

【
オ
ー
ナ
ー
兼
店
長
・
森

本
集
さ
ん
談
】
以
前
や
っ

て
い
た
居
酒
屋
が
手
狭
に

な
り
、
も
う
少
し
広
い
物

件
を
さ
が
す
中
で
こ
の
場

所
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

東
京
土
建
の
み
な
さ
ん

が
入
っ
て
く
れ
て
、
若
者

も
お
年
寄
り
も
、
ご
家
族

連
れ
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も

気
軽
に
入
れ
る
お
店
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

ど
こ
に
で
も
あ
る
け
れ

ど
な
か
な
か
他
の
お
店
で

は
食
べ
ら
れ
な
い
旬
の
シ

ン
プ
ル
な
料
理
を
、
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
施
主
さ
ん
の
声

【所在地】阿佐谷南1-14-12 パティオエルスール１F
【電　話】03-5378-8007

居酒屋 つきのや

子ども連れでも子ども連れでも
お一人でもお一人でも
気軽に寄れる気軽に寄れる
お店にお店に

子ども連れでも
お一人でも
気軽に寄れる
お店に

この工事を契機に
加入しました

【新加入者・粕谷治夫さん】親の
代から50年、町場一本で工務店
の仕事をしてきましたが、自分だ
けの力では工事はうまくいきませ
ん。東京土建にはいろんな仲間が
いて心強いです。
【新加入者・棚網誠一さん】これ
からもいろんな場面で一緒に仕事
できればと思います。

地域の仕事は地域の職人が

施工個所の確認をする
松田栄一さん

現場を収めた仲間たち（完成前のカウンターにて）

オーナー兼店長の森本さん（左）

　

か
つ
て
団
結
し
た
力
を
持
た
な
か
っ
た

建
設
労
働
者
は
長
い
間
劣
悪
な
条
件
の
も

と
で
労
働
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

東
京
土
建
は
組
合
の
統
一
と
団
結
を
瞳

の
よ
う
に
大
切
に
し
「
た
た
か
い
と
総
括

を
通
じ
て
組
織
は
拡
大
強
化
さ
れ
る
」「
た

た
か
っ
て
生
活
を
改
善
す
る
」「
た
た
か
っ

て
学
び
、
学
ん
で
た
た
か
う
」
こ
の
定
式

化
さ
れ
た
教
訓
に
学
ん
で
運
動
を
続
け
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
建
設
労
働
者
の
地
位
を
向

上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
国
民
の
貧
困
を
は
じ
め

多
く
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
今
こ
そ

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
組
合
の
運

動
を
さ
ら
に
広
げ
、
他
の
業
種
の
労
働
者

と
も
団
結
し
、
地
域
の
人
々
と
助
け
合
う

と
き
で
す
。

「
団
結
を
瞳
の
よ
う
に
大
切
に
」

〜
組
合
綱
領
よ
り
〜

団
結
を
瞳
の
よ
う
に
大
切
に　

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

新加入者からひとこと新加入者からひとこと新加入者からひとこと


